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逞しく・心豊かな子供たちの成長 

食育・口腔(鼻腔)育成 

(社)食育・口腔育成支援センター  

早食いの勧め 



食育・・・生活を繋ぐ 





食育→生活する術を伝える 

 生活：生物がこの世に存在し活動していること 

  人間以外の動物の生活は「食」すること 

  生存環境により「食」するために身体を機能を変化 

  させる 

   

 生活を続け、生活を繋ぐ  動物たちの基本 

  生活を世代を通じてつなぐ 生殖そして保育 

  次世代は 前世代を模倣し 工夫し 生活を繋ぐ 

 

 食べること＝生活すること   生活する術を伝える 
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  生活力を育む 営みを育む ⇒食育 



今そこにある危機 

1.身体の機能と構造の問題    

 病気になりやすい身体 

   厚労省リュマチ・アレルギー委員会報告→人口の5割近くにアレルギー症状が見られる 

   各種慢性疾患の増加  SAS（無呼吸症候）の増加  慢性疲労 

 機能の低下傾向 

  身体機能・運動機能・生殖機能等 

２．心理的な問題 

    子供たちの心理的諸問題 →成長とともに顕著化する 
 パラサイトシングル ３５～４４歳の６人に１人、約３００万人が未婚のまま親と同居している 

 「3年以内に35％」と言われるように、新規採用者が早いうちに退職 

 うつ病→新うつ病 100万人を超えたと言われるが、実際は500万人以上 

 学級崩壊   
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  通常の永久歯の歯根 

 



 第２大臼歯の矮小化 

 8番(7番の親知らず化(上顎)）   鼻腔の立体的な縮小化 

 



   歯根形態が細くまっすぐに 



第２大臼歯の消失 



これからの子供たち 危機的状態 

      絶滅のホットスポットへ 

進化からみれば、歯は口腔は不用になろうとしている？ 



廃用症候群 
 廃用症候群 

 安静状態が長期に渡って続く事によっ
て起こる、さまざまな心身の機能低下
等を指す。生活不活発病とも呼ばれ
る。 

 用不用説は、ラマルクによって提唱され
た進化論であり、獲得形質（個体が後
天的に身につけた形質）が子孫に遺伝
し、化の推進力になると唱えるものであ
る。ラマルクの用不用説は素朴でなじみ
やすいが、科学的説明としては問題も
多く、その後そのままの形でこれを主張
するものはいなかった。しかし、生物側
に進化の主体性を求める主張は繰り返
しあり、そのような主張をネオ・ラマルキ
ズムと呼ぶ。 

 チャールズ・ダーウィンの自然選択説が
発表されたことで、進化論の正当性が
認められ、進化論の中心はその後は
ずっとダーウィニズムと、その継承であ
るネオ・ダーウィニズムへと続くことにな
るが、その理論は完全に機械的で、そ
の説明によれば、生物の進化は偶然に
のみ左右されるように見える。そこに疑
問を感じてネオ・ラマルキズムに近づく
ものがいるのも事実である。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%B2%E5%8C%96


慢性疲労 



その身体的特徴 
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失われた30年 
 30年以上に渡り、保育・教育・医学は子供たちの状態の悪
化に様々な方策を試みてきた→状況は改善するどころかよ
り悪くなっている 

   子供たちはSOSを出し続けてきた しかし・・・   

             →全ては大人の責任 
  問題をモジュール化して語られてきた・・・それは 

    保育の専門家が各分野に問題を投げたこと 

 問題の解決のためには 

  保育の専門家が各分野の専門家を統合したコンダクター
になることが求められる 

 



素敵な笑顔に出会いたい 

結果責任   

    生物は事実が全て 
    

 幼児保育に危機感が不足してしまう （一番大事な時期）    

   原因は 

  １．最も重要な保育時期（~6歳まで）に問題点を把握する 

    ことが難しい  

  ２．生命体＝人間をモジュール化して考察し対応 

  



動物園化する子供たちの生活環境 

 動物園     動物は家畜化する 

            動物が主役となる 

 自然       動物は生命を自分で維持する 

               動物は自然の一構成員である 

                         (動物の子供たちはまだ脇役である） 

 

 動物園化  

  生活する力 営む力をなくす 



大人たちは子供を家畜にした 

         家畜化＝動物園化の危険性 

人間の家畜化＝家畜化しやすい動物 
 

ベリャーエフの実験 1958年から40年に及ぶ4万5000頭を超える動物を使った実験 

 野生の祖先の通常の発達をコントロールする化学物質に
深刻な乱れが生じ、それがホルモン異常として発育や毛
並みなどの生体の別の要素にも変化を生じさせた 

 ストレスホルモンの減少・セロトニンの増加 

 家畜化が及ぼす不安定化→種の多様性を生む 

 逆に自然性を喪失する  

 

 

 

 



生体は常に変化する・・・成長とは・・ 
成長の基本 
• 第１原則 順序性  発育の過程には秩序と順序があり、「首座り⇒お座
り⇒一人立ち⇒歩行」と進む。これらは遺伝的に規定されているが、環境
因子も影響する。 

• 第2原則 速度の多様性 身体の各臓器の発育は速度が異なる。ほぼ
20歳ごろの時点での諸臓器の重量を100％として年齢ごとの各臓器の重
量を百分率で示し、4つのパターンに分類したのがスキャモンの臓器別
発育曲線である。乳幼児は脳や脊髄などの神経系の発達が最も急速で、
へんとう・リンパ組織・今日線等のはリンパ系の発育も目覚ましい。 

• 第３原則 臨界期の存在 成長や発達に歯は決定的な時期（臨界期）が
ある。成長の急進期での低栄養状態は、発育が妨げられて永続的な欠
陥や機能障害となる。 

• 第４原則 方向性  成長には基本的方向性がある。頭部に近いところ
から下肢の方向に向かう。身体の中心から末端の方向に向かう。粗大
から微細な運動へと向かう。発育が進むと個人的な違いが大きくなると
いう個別化の方向性を示す。 

• 第５原則 相互作用 発育は、細胞、組織、器官、個人レベルで相互作
用によって進み、身体全体の秩序が保たれる 
 



上から下へが原則 
脳幹から→生命が始まる 
 
口から消化器機能が発達する 
呼吸から心肺機能が発達する 呼吸⇒循環器→全身へ 

栄養⇒体幹から上肢下肢 

元をただせば・・元を正さなければ・・・・歪になる 



成長 遺伝子がスイッチを入れて拡大していく 

ON 

OFF 
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負荷がスイッチのレベルを決める 

OFF 又

はスイッチ
のレベル
が振り切
れたら 

疾患 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Gray9.png


スパーク 

個体により（遺伝と環境）成長の様相が違う 

人生を左右すると言って
も過言ではない 

差がない時に劣発達を引き上げる 

（逆に差がわかりにくい点に注意） 
 

 臨界期という器官・機能もある 

 

劣成長は 

 時間的相互関係を持って進む 

6

歳 

12

歳 10

歳 

病気になりにくい身体力 

ストレスに負けない心理力 

3

歳 

１５歳 

生活力＝生きる力、
活動する力＝営む力 

     を育む 

   食育 



私たちの脳 



 口腔育成とは！ 生活力の育成 

 見落としていたのは、 

 ＝生物としての視点 ⇒ 生活という視点 

 食育が言われて久しいが、口腔育成はなかった 

   

 口腔は生命・動物にとって全ての基本 

        生命活動・生活活動 

口から始めたら多くのことが見えてくる＝食育・口腔育成 

 

 口腔の育成＝食育は子供たちを救う 



進化段階 

摂食器 
（呼吸器／感覚器） 

感覚器 神経系 
くび 

口 目 鼻 耳 脳 

原索動物 
［ナメクジウオ］ 

触手に囲まれた口、 
エラ 

感光色素塊     
（神経
索） 

  

無鰐類（甲皮類） 
前端下面に口、 
エラ（顎骨なし） 

両眼 鼻孔一つ（盲管）   脳   

軟骨魚類 
口、上下顎、歯、 
エラ 

両眼 鼻孔二つ 内耳（平衡器官） 脳   

肉鰭類 
（内鼻孔魚類） 

口、上下顎、歯、 
エラ、空気呼吸 

両眼 鼻道が口腔と通じる 内耳（平衡器官） 脳   

両生類 摂食専門 両眼 鼻道は呼吸専門 
内耳・中耳 
（平衡・聴覚器官） 

脳   

爬虫類 摂食専門 両眼 鼻腔と口腔が区別 
内耳・中耳 
（平衡・聴覚器官） 

脳 くび 

哺乳類 摂食と呼吸 
両眼 
（側方視） 

鼻腔構造（嗅覚） 
発達 

外耳道・耳介（集音
器） 

脳 くび 

霊長類 摂食と呼吸 
両眼 
（前方視） 

鼻腔構造（嗅覚） 
退化 

外耳道・耳介（集音
器） 

大脳 
大型化 

くび 

生物は40数億年にわたり生活を続けてきた 



生活するために口があり… 

      口が進化して体も進化して来た 



生活＝食物を得て、食すること＝するために口
があり…生活食を求めるために口が変化し身体
が変化＝進化する  



生活するために口があり…生きて活動する 



生活するために口が進化し、そして胸部が変化
し心肺機能が進化し、 

人は立ち上がり、徐々に直立し そして直立2足歩行が完成する 



生活するために私たちも変化を続ける 



食を得て、食して 生活のために進化し、生命を継続して来た 



子供の成長を歯で目安にする 

 生誕 哺乳時期  

   生命維持のための基本構造が構築される時期 

 歯が生え始める   離乳を始める  

  涎が出始める・・ 

  汗腺が作られる⇔温度調節機能が自立する 

  食のための唾液機能（円滑剤・甘み成分）が活性化し 

  てゆく 

上下の歯がかん合し始める ２足歩行が始まる 

乳歯が完成する ２歳半から３歳  

  動物としての基本が完成し、人間としての成長を始める 



階段を上がる成長様式  

歯をみればその状況を推測することができる 
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歯の萌出順番 
⇒完成は身体の成長を導く 
          ＝意味がある 



最も重要な時期を支える幼児保育 

        逆に言えば  

幼児保育が現状の問題を生んでいる 

解決は 

ガツガツ食べる子を育てる→早食いの子を 

負荷と変化を与える 



お口は成長の履歴書 

成長の履歴書 

 過去の履歴は変えれない  

  

  

未来の履歴は描くことが出来る 

    成長の履歴書は大人の責任で 

食を見れば 口を見れば 

  その子の成長を知ることが出来る 



成長には壁がある 生活力＝口腔を育成してお
くことを目標とする＝食育 

 ３歳の壁   動物から人間への壁  

    人間としての最低限のレベルに到着している 

 ６歳の壁   大人へと向かう壁  

    少年らしい、少女らしい顔つき 

 １０歳の壁  大人へのスパーク＝激しい成長 

    各臓器の逞しい基礎構造を備える 

 １５歳の壁  成人となる壁 

    創造性（前頭葉）を育成するための基本的脳機能を 



健やかな成長⇒壁を超える 
 3歳の壁   ３歳から始まる人間としての成長 
     乳歯が生えそろう  人間としての成長ができる状態／状況 
  ① 偏食なくガツガツと何でも食せること 
  ② しっかりと物を掴めること 
  ③ 汗と唾液が十分分泌できること 
  ④ しっかりと言葉が話せること 
     1000語ほどの単語 文章→口腔容積が十分あること 
   ＝顎骨が必要な大きさになっていること  
  ⑤ 大きく口をあけ、舌をいっぱい出せること 
  ⑥ まっすぐに歩けること 
  ⑦ 群れることができること 
 
 壁を超えていない子供は、３～５歳でクリアーできる保育を行う                           
       
  ６歳の壁を超えていない子には別メニューを加える 
 

 
 



ベンフィールドの体性感覚野 



3歳ごろから・・・→6歳頃へ 

6歳の壁 

   呼吸器=鼻腔咽頭、消化器=口腔⇒胃、循環器=心肺 

子供としての身体が出来上がっていること＝  

       *就学可能な身体へ 
① １０㎞が歩ける    子供としての身体構造の完成 

   ＝呼吸器・循環器・消化器の健全な成長 

② 健全な自我が育成されること 子供としての脳機能の完成 

   =相手の話を聞くことができる 

     =話し相手の目をみることができる子 

③ 口笛を吹くことができる 子供としての身体機能の完成 

   ＝舌と頬を自在に使えることがきる 

     小指、薬指が使えること 



5年生：4カ月 



８～１２ 

90％ 

 

４～７ 

80％ 

 

出生時   １歳   ３歳    

50％ 

 
全脳頭蓋底 

後頭蓋底 47％ 

 

74％ 

 

89％ 

 

94％ 

 

98％ 

 

62％ 

 

63％ 

 
56％ 

 

25％ 

 

 脳幹 

前頭 

全顔面高  40％    60％   70％    80％                 100％ 

 上顔面高 
50％     70％   80％    90％                 100％ 

 顔幅 65％     80％   83％    85％                 100％ 
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６歳からの混合歯列期 

混合歯列期 

10歳～12歳    子供と大人の峠→ 

    大人としての逞しい体を作れるかどうかの境目峠を越えるかどうか
（障害児の機能も一つの峠と言われる）         

              

    大人になるとは？ 
      

  ① 自分で食せること＝食を得ること＝労働できる   
  ②  生殖活動ができること 
  ③ 協力することができること 
 
                 

  



4年生 ：5カ月 



食べない、偏食、は子供たちのSOS 
食が成長のバロメーター 

 噛まないのではなく噛めない 

  噛む状態に身体がない 

 偏食は何らかの黄色信号 

 今問題となっていることを改善するには 

 

ガツガツ食べる子を育てることが第一歩 
    ガツガツ食べる子を育てるには 

 

 難しく考えなくていい 

 

 

 なんでもガツガツ食べない子には 

毎日少しずつの負荷を与える 
毎日少しずつの変化を当たる 



歯は口腔は成長のバロメーター 
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何が動物園化を進めているのか 

過保護 ＆ 過抑制 

    程よい負荷を⇒但し、ストレスに注意 

 

大人が主役ならば子供は育つ   

    子育てはない 

子供たちから、まねられよう        

 保育者・保護者は 危機から守るだけ  



 ガツガツ食べる子を育てる 
 成長すること、生きること・・・ 

  食べること・呼吸をすることが 

   生きることの全ての基本 

  動物は生きるために必死になって食べる 食べ
ることに意欲がないことは生きることに意欲がな
いこと 

 

 早食い=ガツガツ食べる子と飲み込む子とは違
う→飲み込む子は食が遅い(水分が必要) 

   （ガツガツ食べる子は肥満にはならない） 

 

 ゆっくりと噛んでる子はしっかり噛むことが出来
ない 

 生きることに逞しい子は早く食べる＝早食い 

 



食育・口腔育成 

 食育・口腔育成は 「成長の基本となる」 

 食育・口腔育成を「モジュール化しない」 

 モジュール化した行為は逆に子供たちの健全な成長を阻害
する 

＊栄養に傾きすぎた食育・・・Feed＝家畜化（動物園化） 

＊３０回良く噛む・・・噛めない子供たちに向き合っていない 

             逆に子供たちのストレス 

 

 子供の全身を見つめること 保育もまたモジュール化しないこと 

 

 



自我を育成する 

コミュニケーションが出来ない 

   ミラーニューロンと食育 
 約８５％のミラーニューロンは食べ物を、加える・噛む・吸
う・飲み込むと言った行為を見たときに反応する 

  （Giacomo Rizzolatti:元パルモ大学神経科学科長） 

 

自我⇒食 

  食卓における自我の育成の重要性 

   
 



汗をかける子 

 涎を観る 

 涎の意味 体温調節 体温調節機能を育む 

 汗腺 食欲を高める 

 自然環境に適した保育を  温度管理に注意を 

 

 涎は歯の萌出時期と同じ時期に始まる 

 脳幹の体温調節中枢がほぼ完成し自分での体温調整
機能が始まった 

 

 汗腺の成長には臨界期がある 唾液腺は改善できる 

 



Feed  から Eat 

 噛まない子供が増えている、のではなく  

         噛めない子供が増えている。 
    食べられない子供が増えている 

 

   ⇒なぜ噛めない子供が増えているのか 

  咀嚼する必要がない →食物が滑らかで柔らかい  

                甘みがある＝唾液が必要ない 

     なぜ食べないのか  食べる必要がない 

                   食べることが分からない 



食べやすい食事ではなく・・・ 

消化器官を育てるために必要な負荷
を与える 

子供食は基本的にはない、大人食の
中で子供が食を選択する 

 
食をまねさせる＝生活をまねさせる⇒
食育 

  
 

 

 



食 

 画一的な味ではなく様々な味を与える 

   味わいのある食を  薄味にこだわるな 

 

 食⇔味わい（ふうみ(風味)〔おもむき〕） 

   味   舌の味覚神経が飲食物に触れたときの感覚  

       甘味・酸味などや温度 

             の総合した感じ方が重要。 

 

なぜ環境に触れるのか 動物は環境とともに生きる 

自然・季節・家庭・地域・文化・・・ 

      が心豊かで賢い子を育てる 



食べない子にどう向き合うか 
 子供を育てることは 能動的ではなく受動的 

   食べない子への向き合い方 ⇒受動的であること 

 食べられない子は身体全体の劣状態 

   食が遅い子への向かいあい方 ⇒保育全体からのア
プローチを （家庭・環境・・・問題点を見つける） 

 生活力を育む保育とは 

    手を差し伸べるのではなく 見守り 手を貸す 

    様々な負荷をかける 

 保育とは意欲(生活欲・営み欲＝群欲・食欲・性欲)を育
てる 

       手間をかけない 手間はかかる 

 

 



逞しく育つには 
   逞しく生きる意欲を育てる   逞しい身体機能を育てる 
   ＝生活力の基本を育む 
       豊かな心の子に育てるには 
         自我を育てる  脳回路を育てる 
 

そのためには       口腔を育成する 
 
基本は食育 ＝生活育 
 
ガツガツ食べる子  
何でも美味しい子  
食べることが楽しい子 
 

逞しく・心豊かな子供たちの成長 


